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り

▲

きいて・めもして・こたえよう 小1　No.03

えんそくの　おしらせ

なまえ

きくめあて 「いつ」「どこへ」「なにを　もって　いくか」を　ききと

りましょう。

いつ・どこへ

もって　いく　もの

やくそく
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えんそくの　おしらせ 小1　No.03｜おしらせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

えんそくの　おしらせを　します。

こんどの　きんようびに、みなみこうえんへ　えんそくに　いきます。あるいて　いく

ので、うんどうぐつを　はいて　きましょう。

もって　いく　ものは、おべんとうと、すいとうと、おやつです。おやつは、にひゃく

えんまでと　します。

みちを　あるく　ときは、２れつに　ならんで、おしゃべりを　しないで　あるきま

す。たのしい　えんそくに　しましょう。

めものれい

きんようび　みなみこうえん（あるいて）

べんとう・すいとう・おやつ（にひゃくえんまで）

２れつ・おしゃべりしない

こたえと かいせつ

（1）イ（こんどの　きんようび）

「こんどの　きんようびに、みなみこうえんへ　いきます」と　いって　いま

した。

（2）みなみこうえん

ばしょと　いっしょに、「あるいて　いく」ことも　はなして　いました。

（3）イ

「おやつは、にひゃくえんまでと　します」の　ところです。
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